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ま
ず
加
藤
組
合
長
が
農
業
情
勢
や

本
組
合
事
業
を
総
括
し
、
「
昨
年
は
春

耕
期
の
降
雨
で
全
作
物
に
湿
害
が
み
ら

れ
、
小
麦
を
は
じ
め
イ
モ
や
ビ
ー
ト
、

野
菜
の
収
量
、
品
質
が
大
き
く
低
下
し

ま
し
た
。
当
組
合
で
は
畜
産
リ
ー
ス
事

業
や
長
ね
ぎ
増
産
の
た
め
の
設
備
投
資

を
行
い
、
事
業
部
門
の
合
理
化
や
経
費

の
節
減
、
作
業
効
率
の
重
視
に
役
職
員

一
丸
と
な
っ
て
進
め
て
き
ま
し
た
が
、

21

年
度
の
経
常
利
益
は
５
千
２
百
万

円
余
り
に
と
ど
ま
り
非
常
に
厳
し
い
１

年
で
し
た
。
ま
た
、
組
合
員
の
皆
様
の

結
集
に
よ
り
、
農
協
事
業
全
般
が
円
滑

に
進
行
で
き
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ

た
い
」
な
ど
と
挨
拶
。 

       

総
会
議
長
に
中
村
富
士
男
さ
ん
（
日

新
二
）、本
田
公
一
郎
さ
ん（
上
稲
士
別
）

を
選
出
し
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。 

21

年
度
事
業
報
告
で
は
、
当
期
未
処

分
剰
余
金（
前
期
繰
越
剰
余
金
を
含
む
）

が
５
千
６
百
万
円
、
処
分
案
で
は
利
益

準
備
金
、
特
別
積
立
金
等
を
除
い
た
部

分
に
つ
い
て
出
資
配
当
（
０
・
８
％
）、

事
業
分
量
配
当
（
２
千
万
円
。
当
期
剰

余
金
の
43

％
）
の
明
細
が
示
さ
れ
、
財

務
健
全
化
の
た
め
出
資
配
当
の
全
額
と

事
業
分
量
配
当
の
40

％
を
出
資
金
に

充
当
す
る
提
案
が
あ
り
、
賛
成
多
数
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

22

年
度
の
収
支
計
画
で
は
、
事
業
総

利
益
が
４
億
８
千
７
百
万
円
、
経
常
利

益
は
１
千
２
百
万
円
、
当
期
未
処
分
剰

余
金
は
２
千
２
百
万
円
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。
新
年
度
の
固
定
資
産
の
取
得
に

つ
い
て
は
小
麦
の
乾
燥
貯
留
調
整
施
設 

 

本
組
合
の
第
62
回
通
常
総
会
が
５
月

28
日
午
前
９
時
か
ら
札
内
福
祉
セ
ン
タ

ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
に
は
正
組

合
員
１
８
０
名
が
出
席
（
委
任
・
書
面
議

決
を
含
む
。
出
席
率
79
％
）
し
、
平
成
21

年
度
事
業
報
告
、
22
年
度
事
業
計
画
の

設
定
な
ど
８
議
案
を
審
議
し
、
全
議
案
が

原
案
通
り
可
決
決
定
し
ま
し
た
。
役
員
の

選
任
で
は
理
事
８
名
、
監
事
３
名
が
承
認

さ
れ
、
引
き
続
き
開
催
さ
れ
た
理
事
会
で

新
た
な
代
表
理
事
組
合
長
に
髙
橋
光
秀

氏
、
専
務
理
事
に
髙
橋
秀
樹
氏
が
互
選
さ

れ
ま
し
た
。 

５月２８日・札内福祉ｾﾝﾀｰ 

総会で挨拶する加藤組合長 

 

ＪＡ広報誌の記事を中心に毎月の
トピックスを紹介します。 

２０１０２０１０２０１０２０１０年年年年６６６６月月月月    
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が
事
業
費
４
億
４
千
４
百
万
円
、
こ
の

施
設
の
機
械
設
備
が
９
億
１
千
９
百
万

円
。
国
の
22

年
度
強
い
農
業
づ
く
り
交

付
金
を
活
用
し
て
建
設
し
、
収
益
性
の

高
い
品
種
「
き
た
ほ
な
み
」
の
受
入
れ

体
制
の
確
立
に
努
め
る
計
画
で
す
。 

ま
た
、
小
麦
コ
ン
バ
イ
ン
を
増
設
す

る
ほ
か
、
馬
鈴
薯
倉
庫
や
選
別
施
設
の

改
修
工
事
な
ど
を
予
定
し
、
固
定
資
産

取
得
の
総
事
業
費
は
14

億
円
余
り
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
新
規
参
入
円
滑
化
等
対
策
事

業（
多
様
な
肉
牛
経
営
実
現
支
援
事
業
）

と
し
て
、
繁
殖
育
成
牛
舎
（
２
棟
）、
黒

毛
和
種
の
経
産
妊
娠
牛
計
25

頭
を
当

組
合
が
取
得
し
、
組
合
員
（
２
戸
）
に

貸
付
（
リ
ー
ス
）
す
る
事
業
を
実
施
し

ま
す
。 

 

新
年
度
の
農
協
運
営
に
つ
い
て
は
、

「
長
期
的
視
点
に
よ
る
経
営
戦
略
の
策

定
や
部
署
間
の
横
の
連
携
を
重
視
し
た

職
場
づ
く
り
、
人
事
管
理
制
度
の
樹
立

に
取
り
組
み
、
一
層
の
経
営
効
率
化
に

努
め
る
」
こ
と
を
基
本
方
針
と
し
、
各

部
の
詳
細
の
事
業
計
画
の
説
明
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

 

提
案
さ
れ
た
８
議
案
が
全
て
賛
成
多

数
で
可
決
さ
れ
、
最
後
に
加
藤
組
合
長

が
「
国
内
で
は
口
蹄
疫
の
発
生
が
大
き

な
広
が
り
を
み
せ
、
道
内
経
済
は
景
気

低
迷
が
続
く
な
ど
、
農
業
を
取
り
巻
く

環
境
は
依
然
厳
し
い
状
況
で
す
。
そ
ん

な
中
、
組
合
員
の
皆
様
個
々
の
ご
協
力

と
結
集
が
不
可
欠
。
今
一
度
、
農
協
は

自
分
た
ち
の
組
織
と
い
う
意
識
を
持
っ

て
い
た
だ
き
、
農
協
運
営
に
協
力
を
お

願
い
し
た
い
」
と
組
合
員
の
理
解
と
結

集
を
求
め
ま
し
た
。 

      

                         

 

                              

    

代表理事組合長 髙橋 光秀  管理部委員会 経済部委員会 

専 務 理 事 髙橋 秀樹  委員長 髙橋 孝二 委員長 伊東 俊之 

第 １ 理 事 髙橋 孝二   伊東 俊之 髙橋 孝二 

第 ２ 理 事 伊東 俊之  澤田  孝 澤田  孝 

第 ３ 理 事 澤田  孝   小野田伸二 小野田伸二 

第 ４ 理 事 小野田伸二  

委 員 

早苗 智也 

委 員 

早苗 智也 

第 ５ 理 事 早苗 智也      

信用担当理事 奥井 伸一  受 検 委 員 会 委 員 髙橋 光秀・伊東 俊之 

   青年部・女性部担当 早苗 智也 

代 表 監 事 山口 隆史  東 工 連 理 事 髙橋 光秀 

監 事 杉本  悟  十勝酪畜対協常任委員 髙橋 光秀 

員 外 監 事 勝山  哲  幕 別 町 農 業 委 員 髙橋 秀樹 

 

 総会後の理事会で常勤理

事を選出するとともに、委

員会、各種団体の役員を下

記の通り決定しました。 

（敬称略） 
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慌
し
い
春
耕
期
が
過
ぎ
、
組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
豊

穣
の
秋
へ
の
願
い
を
込
め
つ
つ
、
日
頃
の
圃
場
管
理
に
多
忙
な
日
々
を

送
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
ご
拝
察
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
当
組
合
は
今
年
役
員
改
選
期
を
迎
え
、
通
常
総
会
後
の
理
事

会
で
私
が
組
合
長
に
推
挙
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
責
任
の
重
さ
に
身
が
引

き
締
ま
る
思
い
で
す
。 

 

さ
て
、
国
の
農
業
政
策
が
近
年
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
、
品
目
横
断

的
価
格
政
策
か
ら
戸
別
所
得
補
償
制
度
へ
の
移
行
が
当
面
の
課
題
と

な
り
ま
す
。
当
組
合
と
し
て
、
組
合
員
の
視
点
に
立
ち
、
制
度
変
化
に

柔
軟
に
対
応
で
き
る
体
制
の
構
築
を
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

当
組
合
は
十
勝
の
他
の
組
合
と
比
べ
て
比
較
的
小
さ
な
組
織
で
す

が
、
そ
れ
だ
け
に
部
署
間
の
横
の
連
携
を
重
視
し
、
小
回
り
の
き
く
組

織
と
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
職
員
と
の
信
頼
関
係
を
基
本
に
、
機
動

力
あ
る
組
織
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

Ｊ
Ａ
の
主
人
公
は
組
合
員
の
皆
様
で
す
。
組
合
員
み
ん
な
が
知
恵
を

出
し
合
い
、
農
協
の
将
来
像
を
語
り
合
い
な
が
ら
方
向
を
定
め
て
い

く
。
そ
の
よ
う
な
「
組
合
員
全
員
で
作
り
育
て
る
Ｊ
Ａ
」
を
目
標
に
、

組
織
運
営
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

歴
代
組
合
長
を
は
じ
め
、
先
代
の
方
々
が
こ
れ
ま
で
築
い
て
こ
ら
れ

た
組
合
の
歴
史
に
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
札
内
の
地
域
農
業
を

維
持
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
全
力
を
傾
け
る
所
存
で
す
。
組
合
員
の
皆
様

に
は
、
組
合
に
結
集
さ
れ
、
限
り
な
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

作
物
の
生
育
旺
盛
な
時
期
を
迎
え
ま
し
た
。
春
先
の
天
候
不
順
に

よ
り
、
農
作
業
等
の
遅
れ
で
不
安
な
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
が
、

そ
の
後
好
天
に
恵
ま
れ
、
順
調
に
回
復
に
向
か
っ
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
ま
す
。
組
合
員
の
皆
様
に
は
圃
場
の
管
理
作
業
等
で
お
忙
し
い

こ
と
と
ご
拝
察
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
こ
の
度
の
役
員
改
選
に
伴
い
、
専
務
理
事
と
い
う
大
役
を

お
引
き
受
け
す
る
こ
と
と
な
り
、
ひ
し
ひ
し
と
責
務
の
重
大
さ
を
感

じ
て
お
り
ま
す
。
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
懸
命
に
務
め
て
参
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

近
年
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
が
著
し
く
変
化
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
中
で
当
Ｊ
Ａ
は
都
市
近
郊
の
地
域
に
あ
り
、
畑
作
、
野
菜
、
花

卉
、
乳
牛
、
肉
牛
と
い
っ
た
多
種
多
様
な
形
態
の
農
業
経
営
が
営
ま

れ
て
お
り
、
組
合
員
の
皆
様
の
ニ
ー
ズ
も
多
様
で
す
。
Ｊ
Ａ
は
こ
の

よ
う
な
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
つ
つ
、
組
合
員
の
営
農
と
生
活
を
支

援
す
る
と
と
も
に
、
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

総
合
事
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
Ｊ
Ａ
と
組
合
員
と
の
強
い
結
び
つ

き
と
安
定
し
た
経
営
、
財
務
基
盤
の
適
切
な
経
営
管
理
を
図
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
こ
れ
を
支
え
る
基
本
は
職
員
で
あ
り
、
職
員
個
々
が

持
つ
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
職
場
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
健

全
経
営
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

組
合
員
の
皆
様
に
信
頼
さ
れ
る
事
業
展
開
を
志
向
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
組
合
員
の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
申
し

上
げ
、
就
任
に
あ
た
っ
て
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

代
表
理
事
組
合
長 

髙
橋 

光
秀 

専
務
理
事 

髙
橋 

秀
樹 

 

 


